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会長挨拶  
 

スクールソーシャルワーカーによる 

こどもアドボカシー 

 
一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 

会長 門田 光司（久留米大学 教授） 

 

2023 年 4 月より「こども家庭庁」が発足しました。こども家庭庁のホームページを開くと、

「こども家庭庁は、こどもがまんなかの社会を実現するために、こどもの視点に立って意見を

聴き、こどもにとっていちばんの利益を考え、こどもと家庭の、福祉や健康の向上を支援し、

こどもの権利を守るためのこども政策に強力なリーダーシップをもって取り組みます。」とあ

ります。この文章には、「児童の権利に関する条約」の４つの原則、①差別の禁止、②子どもの

最善の利益、③生命、生存及び発達に対する権利、④こどもの意見の尊重が含められています。 

 スクールソーシャルワーカーはこどもの意見を尊重し、こどもの最善の利益のためにソーシ

ャルワーク実践をしていく専門職です。その実践の基盤にあるのが「アドボカシー」(advocacy)

です。アドボカシーの定義として、Barker,R.L.(2003)は「ソーシャルワークにおいて、アドボ

カシーは直接介入やエンパワメントを通して、個人やコミュニティの権利を擁護していくこと。

NASW（全米ソーシャルワーカー協会）の倫理綱領では、アドボカシーは専門職の基本的義務

である」としています。また、アドボカシーを行うアドボケイト(advocate)の役割は、「クライ

アントの問題に影響している状況を改善するために、またクライアントの権利を保障及び保護

するために、発言していくこと」と定義づけています。アドボカシーが代弁や権利擁護して日

本語訳されていますが、この定義に示されているように、こどもの意見を聴き、代弁や権利擁

護をしていくのは、ソーシャルワークの専門的価値である人権や社会正義が侵害されている状

況をこどもが抱えているからです。スクールソーシャルワーカーもこどもの人権侵害や社会不

正義に取り組んでいく使命があります。 

 ソーシャルワークの歴史を振り返れば、1700 年代後半から 1800 年代初頭にかけて、工場で

は手作業から動力駆動に代わり始め、機械を動かす新しい労働力としてこどもが使われました。

工場の所有者にとっては、大人よりも低賃金で、ストライキもなく、管理しやすいため、こど

もを雇うことを好んだのです。しかし、工場での労働は過酷で、1 ドルのみのために 1 日 12 時

間～18 時間、週 6 日働き、多くのこどもは 7 歳で働き始めました。1889 年にジェーン・アダ

ムス(Jane Addams)が設立したセツルメントハウス「ハルハウス」に、1891 年フローレンス・

ケリー(Florence Kelley)が参加しました。彼女の任務は地域の児童労働調査でしたが、お菓子

屋で 3～4 歳のこどもたちが働いているのを見つけました。この調査結果をイリノイ州に提出

し、14 歳以下のこどもの雇用を禁じる最初の工場法が成立しました。このソーシャルアクショ
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ンは、児童労働に対するこどもアドボカシーであり、マクロ・ソーシャルワーク実践といえる

かもしれません。実はケリーはアメリカ下院議員の父の娘として生まれ、子ども時代、父親か

ら児童労働について話を聴かされ、危険な状況下で鉄鋼やガラス工場で働く幼い子どもたちを

何度も見に連れていかれた経験があります。この体験からケリーが児童労働改革に熱意をもっ

たと言われています。 

 こども家庭庁ではこども政策が謳われています。スクールソーシャルワーカーもこどもアド

ボカシーとして学校でのミクロ・メゾのソーシャルワーク実践に加えて、これからはマクロ・

ソーシャルワーク実践を展開していく必要があるでしょう。 
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一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会年報2022 

Frontier 
  

１．2022年度一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会組織体制 

（１）協会の沿革                                                               P.4 

 

（２）理事・運営委員一覧                                                       P.6 

 

 

２．事務局及び各委員会事業報告 

（１）事務局  

   ⅰ) 事務局について                                                          P.8 

ⅱ) 2022年度事業報告・会計収支報告                                          P.9 

  ⅲ) 2023年度事業計画案・会計収支予算案                                      P.14 
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ⅱ) 各研修資料                                                              P.20 

 

（３）研究・国際交流委員会  

ⅰ) 研究・国際交流委員会について                  P.49 
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※2022 年度年報に記載中の組織・役職名等については、2023 年 3 月 31 日時点のものです。
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1．2022年度一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会組織体制 

 

(１)協会の沿革 

2008 年 福岡県スクールソーシャルワーカー協会連絡会 発足 

     ―文部科学省「スクールソーシャルワーカー活用事業」の開始により、福岡県内で

活動を開始した 18 名のスクールソーシャルワーカーが集い、定期的な情報交換

等を行った。 

 

2009 年 『福岡県スクールソーシャルワーカー活動報告集』を自費制作して、福岡県内すべて

の教育委員会ならびに九州各県に進呈した。 

 

2010 年 福岡県・学校ソーシャルワーク研究会 発足 

     ―2 か月に 1 度の頻度で定期的な研究会を開催。 

     ―学校ソーシャルワークに関心のあるスクールソーシャルワーカー以外にも、教員、

児童福祉司、福祉職、報道関係者、学部生・大学院生など幅広い層が参加して会

員数は 80 名を超えた。 

     ―佐賀県、山口県、長崎県、熊本県、鹿児島県など、福岡県以外からも多くの参加が

あった。 

 

2012 年 福岡県スクールソーシャルワーカー協会 発足 

     ―15 名の発起人により協会を設立。 

     ―同年 12 月、クローバープラザにて第 1 回大会「今、私たちスクールソーシャルワ

ーカーが目指すもの」開催。 

 

2013 年   ―同年 6 月、久留米大学にて第 2 回大会「Challenge to the “6”」開催。 

―同年 3 月、広報誌『Relations 第 1 号』発刊。 

―同年 8 月、広報誌『Relations 第 2 号』発刊。 

―同年 12 月、広報誌『Relations 第 3 号』発刊。 

 

2014 年  ―同年 3 月、広報誌『Relations 第 4 号』発刊。 

―同年 4 月、『スクールソーシャルワーカー実践事例集―子ども・家庭・学校支援の

実際』刊行。 

―同年 6 月、クローバープラザにて第 3 回大会「非行問題と生徒指導―子どもたち

の声が聞こえていますか？―」開催。 

―同年 8 月、広報誌『Relations 第 5 号』発刊。 
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―同年 12 月、広報誌『Relations 第 6 号』発刊。 

2015 年   ―同年 3 月、広報誌『Relations 第 7 号』発刊。 

―同年 5 月、クローバープラザにて第４回大会「振り返ろう！学校ソーシャルワー

ク実践―スクールソーシャルワーカーたちの主張―」開催。 

―同年 9 月、広報誌『Relations 第 8 号』発刊。 

 

2016 年   ―同年 2 月、広報誌『Relations 第 9 号』発刊。 

―同年 7 月、北九州市立大学にて第５回大会「チームを育むソーシャルワーク」開

催。 

―同年 11 月、広報誌『Relations 第 10 号』発刊。 

 

2017 年   ―同年 6 月、福岡県立大学にて第６回大会「チーム学校における教育・心理・福祉

のコラボレーション」開催。 

 

2018 年   ―同年 8 月、九州工業大学にて第７回大会「10＋1 ―新たなスタート―」開催 

 

2019 年   ―同年 2 月、電気ビル共創館にて韓国スクールソーシャルワーカー協会との特別研

修「日韓スクールソーシャルワーカー・セミナー」を開催。なお、本研修会は日

本学校ソーシャルワーク学会九州沖縄ブロック第 11 回研究大会としても同時開

催された。 

―同年 3 月、元イズリントン・ジュニアミドルスクール副校長のTim Kenji Kamino

氏をお招きして特別研修「公正といじめ予防～カナダ・トロントでの学校支援プ

ログラム」を開催。 

―同年 4 月、広報誌『Relations 第 11 号』発刊。 

―同年 10 月、西南学院大学にて第 8 回大会「スクールソーシャルワーカーの人材養

成」開催。本大会は、第 1 回Asia Network of School Social Work（ANSSW）の

第 1 回大会として韓国、台湾、シンガポールの各団体・関係者も参加して行われ

た。 

 

2020 年 一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 発足 

     ―同年 2 月、元イズリントン・ジュニアミドルスクール副校長のTim Kenji Kamino

氏をお招きして特別研修「カナダ・トロントの生徒サポートチームの実際」を開催。

なお、本研修会は日本学校ソーシャルワーク学会九州沖縄ブロック第 12 回研究大

会としても同時開催された。 

―同年 11 月、オンラインにて第 9 回大会「コロナ禍のスクールソーシャルワーカー
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―Social Work in School―」開催。 

―同年 11 月、広報誌『Relations 第 12 号』発刊。 

 

2021 年 －同年 9 月、年報 「frontier 第１号」発刊。 

     －同年 10 月、「Relations 第 13 号」発刊。 

－同年 10 月、久留米大学にて第 10 回大会「スクールソーシャルワーカーの実践 

玉手箱」開催。 

 

2022 年 －同年 9 月、年報 「frontier 第 2 号」発刊。 

－同年 10 月、電気ビル共創館カンファレンス Aにて第 11 回大会「Up Date!―「不

登校」への新たなる支援の模索―」開催。 

－同年 12 月、「Relations 第 14 号」発刊。 

 

 

(２)理事・運営委員一覧 

役職 氏名（所属） 

会長（代表理事） 門田 光司（久留米大学） 

副会長（理事） 奥村 賢一（福岡県立大学） 

事務局長（理事） 寺田 千栄子（北九州市立大学） 

運営委員（理事） 池田 敏（福岡市教育委員会） 

運営委員（理事） 梶谷 優子（福岡市教育委員会） 

運営委員（理事） 蒲池 恵（福岡市教育委員会） 

運営委員（理事） 坂本 美紗（福岡市教育委員会） 

運営委員（理事） 高口 恵美（大牟田市教育委員会） 

運営委員（理事） 永瀬 由季（福岡市教育委員会） 

運営委員（理事） 前屋敷 なな子（福岡市教育委員会） 

運営委員 飯盛 友紀（福岡市教育委員会） 

運営委員 井上 由紀（大牟田市教育委員会） 

運営委員 浦田 梨央（福岡市教育委員会） 
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運営委員 古賀 幸広（香春町教育委員会） 

運営委員 後藤 哲（志免町教育委員会） 

運営委員 田中 惟子（北九州市教育委員会） 

運営委員 玉塚 慎悟（遠賀町教育委員会） 

監事 山﨑 清登 

 

（３）事務局・各委員会担当 

①事務局 

  寺田 千栄子（事務局長）、池田 敏、浦田 梨央、梶谷 優子、玉塚 慎悟 

 

②研修委員会 

  高口 恵美（委員長）、井上 由紀、後藤 哲、田中 惟子、永瀬 由季、前屋敷 なな子、 

古賀 幸広 

 

③広報委員会 

  奥村 賢一（委員長）、飯盛 友紀、蒲池 恵、坂本 美紗 

 

④研究・国際交流委員会 

  門田 光司（委員長）
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２．事務局及び各委員会事業報告 

 

（１）事務局 

                        事務局長 寺田 千栄子 

ⅰ）事務局について 

 

1．2022 年度の事務局の活動 

１）2022 年度の事務局体制 

 2022 年度の事務局は５名の体制で事業を担当した（表１）。業務の円滑な運営のために、事務局員間で

の役割分担を細かく行い、安定した事業運営並びに適切な会計管理を目標に業務を遂行した。また、メール

や S N S、オンラインの会議などを活用することで、業務の円滑な運営に努めた。 

 

表１．2022 年度の事務局体制 

役職 氏名 主な役割 

事務局長 寺田 千栄子 全体統括、渉外、会員管理 等 

事務局員 池田 敏 会計等 

事務局員 浦田 梨央 会計等 

事務局員 梶谷 優子 各種助成事業、研修参加管理 等 

事務局員 玉塚 慎悟 会員管理 等 

 

 

２．主な事務局活動 

 2022 年度は事務局メンバーを新たにし、運営を行った。詳細の活動については、以降の事業報告をご参

照いただきたい。特筆すべきは、2 点である。 

１）会員管理：協会ホームページのリニューアルに伴い入会申込書、変更届等データ管理できる仕組みに

変更を行った。 

２）研修・研究助成事業の柔軟な運用：2022 年度研修・研究助成について申込者がいなかったため、特別

募集として 2023 年度に行われる ANSSW への参加を目的とした追加募集を行い 4 名の応募者へ助成を行っ

た。 

 

研修・研究助成や法律相談など、正会員のための仕組みを準備しているが十分に活用されていない。今後

も会員の皆様と近い事務局を運営できるよう、事務局員一同努力していきたい。 
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ⅱ) 2022年度事業報告・会計収支報告 

【第１号議案】２０２２年度事業報告 

 

（１） 事務局 

① 総会 

○2022年度総会（第 10回）（法人化後第 3回）、2022年 6月 18日、オンライン会議システムにて実

施 

 

② 大会 

第 11回大会（2022年 10月 30日）、電気ビル 共創館 カンファレンス A 

「Up Date!―「不登校」への新たなる支援の模索―」 参加者数：73名（対面：56名 遠隔：17名） 

第１部基調講演 

講 演：渡邉 香子（神奈川県教育委員会 スクールソーシャルワーカー・スーパーバイザー） 

第２部シンポジウム 

シンポジスト  ：山本 拓也 （福岡市教育委員会） 

         二保 紗矢 （広川町教育委員会） 

         青木 ひふみ（横浜市教育委員会） 

コメンテーター ：渡邉 香子 

コーディネーター：奥村 賢一（本協会副会長・福岡県立大学准教授） 

 

③ 理事会（全６回） 

第１２回：２０２２年 ４月２４日 （オンライン） 

第１３回：２０２２年 ６月１８日 （オンライン） 

第１４回：２０２２年 ７月 ３日 （オンライン） 

第１５回：２０２２年 ９月１１日 （オンライン） 

第１６回：２０２２年１２月 ４日 （オンライン） 

 

④ 事務局会議（全３回） 

第 １回：２０２２年 ８月 ３日 （オンライン） 

第 ２回：２０２２年 ９月２４日 （事務局長私宅） 

第 ３回：２０２３年 ３月２１日 （オンライン） 

 

 

⑤ ２０２２年度総会員数 ※２０２３年３月３１日現在 

２５４名（内訳：正会員８２名、賛助会員１５５名、学生会員１７名） 
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⑥   法律相談事業 

2件の応募があり、助成を行なった。 

（２） 研修事業 

① 各研修  ※協会関係者は敬称略 

新型コロナウイルスの影響で、2022年度の研修は一部オンライン研修を行うこととなった。そのた

め、参加者の属性が限定的になり、例年より参加人数が減少した。 

 

 日時 テーマ・講師 場所 参加人数 

全
体
研
修 

2022.6.18 学校ソーシャルワークの歩みとこれからの期待 

講師：門田 光司 

オンライン 46人 

2022.11.1 子ども基本法の成立で何が変わる？ 

講師：柳 優香 

オンライン 17人 

2022.12.18 子どもに関する様々な課題と子どもの権利 

講師：重永 侑紀 

久留米大学 延期 

2023．3.25 福岡県の大麻乱用防止対策と乱用防止プログラ

ムについて 

講師：児玉 臨、森 治美 

オンライン 33人 

基
礎
研
修 

2022.4.23 初任者研修  

講師：門田 光司、奥村 賢一、寺田 千栄子、 

上野 健太、前屋敷 なな子 

オンライン 

およびオンデマンド 

20人 

2022.8.25 

 

未来語り～１年後の自分～ 

講師：高口 恵美 

天神ロフトビル８階 8人 

2023.1.22 年度末だよ！スクールソーシャルワーカーの自

己点検―基本的原理と基本的倫理基準の観点か

らー 

講師：池田 敏 

オンライン 20人 

2023.3.25 三人寄れば文殊の知恵～こんな時どうする？み

んなで知恵を出し合おう！～ 

講師：牛島 道太、井上 由紀 

オンライン 5人 

専
門
研
修 

2022.4.17 特性の理解から始める見立てと手立て 

講師：宮野 伸枝 

博多駅前貸会議室 13人 

2022.11.26 インボランタリーな保護者へのアプローチ 

講師：奥村 賢一 

みんなの貸会議室博

多駅前店 

6人 

2023.3.25 オンライン事例検討会(PCAGIP)～多くの問題を

抱える家族への支援を考える～ 

講師：高口 恵美、古賀 幸広 

オンライン 3人 
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② 2022年初任者研修：オンラインにて開催 

 

③ 研修委員会議 

第 1回：2022年 7月 31日（オンライン・全員） 

第 2回：2021年 8月     (オンライン・随時部分会） 

第 3回：2021年 9月   （オンライン・随時部分会） 

第 4回：2021年 11月  （オンライン・随時部分会） 

第 5回：2023年 3月 26日（オンライン・全員） 

 

 

（３） 広報事業 

① 各種チラシ等の作成（第 11回大会チラシ及びポスター、研修会用チラシ等） 

② 広報誌作成 

2022年 12月に RELATIONS vol.14を発刊して、協会 HPへの掲載及び SNSでの広報を行った。 

③ 年報作成 

2022年 9月に年報 frontier 第２号を発刊し、協会 HPへの掲載及び SNSでの広報を行なった。 

④ ホームページリニューアル 

旧ホームページからの移行作業（デザイン、コンテンツの見直し、データ移行等）を行った。 

⑤ 協会アメニティグッズの制作 

正会員更新特典として、ノベルティグッズ（ボールペン、クリアファイル）の制作を行った。 

⑥ 広報委員会議（全４回） 

第１回：2022年 7月 21日（オンライン）事業計画の説明、役割分担 

第２回：2022年 9月 17日（メール）広報誌のデザイン、企画等に関する検討 

第３回：2023年 1月 27日（メール）冊子『子どもの居場所づくり』制作に関する打ち合わせ 

第４回：2023年 2月 22日（メール）新ホームページ移行に伴う最終チェック 

 

（４） 国際交流事業 

①  研修・研究助成 

   4件の応募（ANSSW特別募集）があり、全て採択した。 

   採択者（五十音順）：高口恵美、田島聡美、堤さなえ、堀川裕美 

② 国際ニューズレターの発行 

2022年７月に発刊した。 

③ 冊子「スクールソーシャルワーカーによる小学校での居場所づくり」（2023年 3月）を発刊した。 

 

（５） その他 

① 県および市町教育委員会へのスクールソーシャルワーカー候補者の推薦実施 

② 高専へのスクールソーシャルワーカー候補者の推薦実施 
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③ いじめ第三者委員等各種委員の推薦 

④ ヤングケアラー対策ワーキング委員（福岡県児童家庭課）の推薦 

⑤ 他団体（福岡県医療ソーシャルワーカー協会）への研修講師の紹介 
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【第２号議案】２０２２年度会計収支報告 

（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日） 

 

＜収入＞   （単位：円） 

費目 予算額 決算額 備考 

入会金・会費 ７８０，０００ ８６６，０００ 

 

正会員９０名、賛助会員９４名 

（法人化前の会員区分での会費及び滞納分入金額を含む） 

前年度繰越金 ２，０５４，６４１ ２，０５４，６４１  

事業収入（研修） ５００，０００ ３３９，０７０ 参加費、資料等 

事業収入（その他） １０，０００ ０ 過払い税金の払い戻し 

雑収入 ０ １ 利子等 

計 ３，３４４，６４１ ３，２５９，７１２  

 

＜支出＞   （単位：円） 

費目 
昨年度 

予算額 

昨年度 

決算額 
備考 

各
事
業
費 

研修事業 ４９５，０００ １７０，６２９ 研修講師謝金、交通費等 

広報事業 ２４０，７４６ １３１，４９１ 各チラシ、リーフレット等 

研究・国際交流事業 ３６０，０００ ３１８，７０７ 研究助成、研究協力謝金 

理事会会費 １７５，０００ ４４，８９５ 会議費、理事報酬 

運営委員会費 ６００，０００ １４５，７８０ 会場費、交通費、活動実費 

大会・総会費 ３５０，０００ ２２６，０６３ 会場費、事務費等 

事
務
局
費 

事務局運営費 １００，０００ １３，２６１ 事務局会議費，消耗品 等 

事業運営費 ３００，０００ ２１２，３７１ ホームページ管理料 等 

人件費 １００，０００ ３０，５２９ アルバイト報酬 

弁護士相談運営費 １００，０００ ９，９８０ 弁護士謝金 

（通信費） １５０，０００ １２１，５５４ 郵送費、電話代 等 

その他 １００，０００ ４１，９５８ 理事変更登記費用 等 

予備費 １，０３２，１５１ ９６，８０７ 源泉徴収費用  

計 ３，３４７，１５１ １，５６４，０２５  
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ⅲ) 2023 年度事業計画案・会計収支予算案 

【第３号議案】２０２３年度事業計画案 

 

（１） 事務局 

① 第 3回定時社員総会  2023年 6月 11日 10時より（オンラインにて実施） 

② 第 12回大会  2023年 10月 28日（土） 会場：未定 

（感染症対策を徹底し、基調講演ならびにシンポジウムを実施予定、会場もしくはオンデマンド配信に

て大会に参加できるよう配慮予定）  

③  理事会 

2023年度中に 5回の理事会を開催予定運営委員会 

④ 運営委員会 

各種委員会にて適宜開催予定 

⑤ 新規社員（正会員）報告（別紙 1参照） 

⑥ 弁護士による法律相談事業（別紙 2参照） 

 

（２） 研修事業 

① 各種研修の運営（別紙 3、4参照） 

② 研修委員会議 

③ 動画作成 

 

（３） 広報事業 

① 第 12回大会チラシ、ポスターの作成 

② 各研修会チラシの作成 

③ 広報誌の作成およびホームページへの掲載 

④ 年報の作成およびホームページへの掲載 

⑤ 協会年間活動報告書の作成 

⑥ 協会広報動画の作成 

⑦ ホームページ、その他 S N Sの管理 

⑧ 広報委員会議 

⑨ 協会更新特典作成 

 

（４）研究及び国際交流事業 

  ① 研究及び研修助成（別紙 5参照） 

  ② ANSSWニューズレターの発行 

  ③  研究および国際交流事業会議 

  ④  第 3回 ANSSW国際大会（in韓国） における通訳者派遣 
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（５）その他 

  事業委託による収支増の可能性、事務担当者の募集 
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【第 4号議案】2023年度会計収支予算案 

 

＜収入＞   （単位：円） 

科目 
昨年度 

決算額 

今年度 

予算額 
備考 

入会金・会費 ８６６，０００ 

 

７８０，０００ 正会員６０名、賛助会員１６０名、 

学生会員１０名、新規１０名 

前年度繰越金 ２，０５４，６４１ １，６９５，６８７ 昨年度繰越金 

事業収入（研修関連） ３３９，０７０ ４５ ０，０００ 参加費、資料代等 

事業収入（その他） ０ １０，０００  

雑収入 １ ０ 利子等 

計 ３，２５９，７１２ ２，９３５，６８７  

 

＜支出＞   （単位：円） 

費目 
昨年度 

決算額 

今年度 

予算額 
備考 

各
事
業
費 

研修事業 １７０，６２９ ４９５，０００ 研修講師謝金、会場費、会議費、交通費 

広報事業 １３１，４９１ ２６６，４２６ 各チラシ、広報動画作成費、会議費、交通費等 

研究・国際交流事業 ３１８，７０７ ５６０，０００ 研究助成、ニューズレターの発行 等 

理事会会費 ４４，８９５ １５０，０００ 会場費、会議費、役員報酬 

運営委員会費 １４５，７８０ ６００，０００ 会場費、謝金 

大会・総会費 ２２６，０６３ ３００，０００ 会場費、事務費等 

事
務
局
費 

事務局運営費 １３，２６１ １００，０００ 事務局会議費等 

事業運営費 ２１２，３７１ １５０，０００ ホームページ管理料、印刷、備品等 

人件費 ３０，５２９ １００，０００ アルバイト謝金等 

弁護士相談運営費 ９，９８０ １００，０００  

（通信費） １２１，５５４ １５０，０００ 郵送費、切手代等 

その他 ４１，９５８ １５０，０００ 理事変更登記手続き 源泉徴収等 

予備費 ９６，８０７ ６４，２６１  

計 １，５６４，０２５ ２，９３５，６８７  
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ⅳ) 法律相談のご案内  
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ｖ）新規社員（正会員）に関するご報告 

 ２０２３年６月１１日 

一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 

社員（正会員）各位 

代表理事 門田光司 

 

社員（正会員）に関するご報告 

 

2023 年４月 29 日に行いました理事会におきまして、以下 1 名社員の方の退会がございましたので、

ご報告させていただきます。 

また、5 月に社員に関する決議報告をさせていただきました後、以下 2 名の方の入会希望がございまし

た。2023 年 6 月 10 日の理事会（メール審議）にて入会を承認いたしましたので、併せてご報告させてい

ただきます。 

なお、本年度の議決権を有する正会員は 82 名といたしておりましたが、84 名となりますことをご報告

させていただきます。 

 

記 

○入会（正会員） 

会員番号 氏名 所属 

12380 郡嶋 愛 福岡県教育委員会高校教育課 

12369 伊藤 茉子  宗像市役所 

 

○退会（正会員） 

会員番号 氏名 届出のある所属 

12307 中村 滋 田川市教育委員会 

計１名 

（総数：84 名） 

 

以上 
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（２）研修委員会 

研修委員長 高口 恵美 

 

ⅰ) 研修委員会について 

 

２０２２年度は、感染症の影響を受けながらも少しずつ、対面研修を実施することができま

した。 

特に専門性を高めることを目的としている「専門研修」では、対面で学ぶことによって起こ

る、参加者の交互的な学びを大切にしたいという思いもあり、なおかつ感染症のリスクを回避

するために少数精鋭での実施を試みました。「インボランタリーな保護者へのアプローチ」では、

事前学習としてオンラインで知識を学び、対面で演習を通して経験として学ぶという連続講座

を開催し、深い学びに繋がる様子がうかがえました。 

また、基礎研修では、ＳＳＷ一年目の皆様を対象に「未来語り」を実施しました。子ども達

にとってもそうであるように、わたしたちも先の見通しが抱けない状況では不安も大きい。ピ

アな繋がりの中で普段意識されていない不安や疑問を言葉にしたり、身近なロールモデルに触

れながら、一年後に自分がどんな姿になっていたいかを考えました。ここでは自分自身と向き

合いつつ、対話を通したアプローチや未来語りのワークを子ども達にも実践してもらえるよう

取り組みました。 

対面でお集りいただいた方々は、「やっぱり集まって学ぶことで、モチベーションが上がる」

「仲間と会って話せることで安心する」など、オンラインでは体感できない価値を言葉にされ

ている姿が印象的でした。 

一方で、オンライン開催であれば子育て中の方や遠方の方も参加しやすいというメリットも

あると思っています。対面とオンラインをテーマに併せて柔軟に取り入れながら、皆さんと共

に学ぶ機会を考えていきたいと思っています。 

２０２３年４月、子ども家庭庁が発足されました。基礎研修では改めて「子どもの権利」に

ついて学ぶオンデマンド研修を取り入れました。わたしたちソーシャルワーカーは子どもの権

利を守り、最善の利益を擁護するため、目の前の子どもを真ん中に多様な知識をもって向き合

っていくことの大切さを痛感しました。 

社会の変化に敏感になりながら、スクールソーシャルワーカーとして求められる知識や経験

に寄与できるよう研修委員一同努めてまいりますので、会員の皆さんからのご意見やご要望な

ど、皆様の「声」をどしどしお寄せいただけますと幸いです。 

みんなで、協会の取り組みを盛り上げていきましょう！ 
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ⅱ) 各研修資料 

2022年 6月 18日（土）全体研修 
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2022年 11月 1日（火）全体研修 
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2022年 8月 25日（木）基礎研修 
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2022年 11月 26日（土）専門研修 
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2023年 3月 25日（土）専門研修 
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（３）研究・国際交流委員会 

研究・国際交流委員長  門田 光司 

 

ⅰ）研究・国際交流委員会について 

 

１．研究・研修助成事業  

本事業は、正会員の資質向上や学校ソーシャルワーク実践の進展に寄与する目的で、研究・ 

研修について助成を行うものです。令和 4 年度からは研修助成とし、助成内容例では個人の研

修参加費や研修旅費、自主研修会（グループ）での会場費及び講師費に変更しました。しかし、

まだコロナ禍での影響なのか、公募申請はありませんでした。令和 5 年度では、国のコロナ禍

対策も緩和されていきますので、研修助成が活用されていくことを期待します。 

 

２．国際交流事業  

 2022 年度は、Asia Network of School Social Work(ANSSW)のニューズレター第 5 号（7 月）

と第 6 号（11 月）が発行されました。第 5 号のテーマは、「不登校と学校ソーシャルワーク」

です。本協会からは、門田光司氏が日本の不登校の状況について、池田敏氏が小中学校、濱と

おこ氏が高等学校における不登校への SSW の取組みについて報告しました。韓国からは技術

高等学校での欠席・退学について、台湾からは義務教育法での進路ガイダンスについて、シン

ガポールからは不登校アセスメント尺度について報告がなされています。なお、第 5 号の編集

担当国は本協会で、奥村賢一副会長が編集作業にあたっていただきました。 

 第 6 号のテーマは設定せず、各国の SSW の活動の紹介となりました。本協会からは、奥村

賢一氏が保護者支援における SSW の役割について報告しました。韓国からは生徒の成長発達

のための支援システムの統合の設立について、シンガポールからはシンガポールでの学校ソー

シャルワークについての報告がなされています。 

 なお、第 7 号が 3 月に発行予定でしたが、諸事情から発行されませんでした。また、2023 年

度は第 3 回 ANSSW 大会の時期ですが、韓国から 6 月ごろにソウルで開催したい意向が示され

ました。 
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（４）広報委員会 

広報委員長 奥村 賢一 

ⅰ）多様な広報活動に向けた基盤作り 

 

１．2022年度の組織体制 

 2022 年度の広報委員会は、理事の改選・運営委員の新規任用に伴い、新たに４名体制で発足

した（表１）。今年度も広報委員会は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、オンライン

またはメールにて開催した。今年度は各業務の主担当を決める一方で、可能な限り広報委員が

各々の業務を協力・分担して行った。 

表１ 2022年度の広報委員会役割分担表 

役職 氏名 主な担当業務 

広報委員長 奥村 賢一 全体統轄、ホームページ・SNS 及び動画データ管理 他 

広報委員 坂本 美紗 年報編集、テキストデータ管理 他 

広報委員 蒲池 恵 研修チラシ、大会ポスター等の統括 他 

広報委員 飯盛 友紀 広報誌（Relations）統括、ノベルティデザイン 他 

 

２．主な委員会活動 

（１）ホームページ等 

 ①協会ホームページリニューアル 

②大会・研修等のポスター・チラシ掲載及び情報掲載 

 ③SNS（Facebook、Instagram）での情報配信 

 ④Newsletter（ANSSW）Vol.5＆Vol.6 の掲載 

（２）デザイン関係 

 ①ホームページ及びポスター等デザインの外部委託 

②第 11 回大会ポスター 計１点 

 ③研修（全体・基礎・専門）チラシ 計 10 点 

 ④Asia Network of School Social Work in Korea 大会要項翻訳 計１点 

（３）年報・広報誌 

 ①2022 年 9 月 23 日 年報 2021「frontier」発刊 

②2022 年 12 月 1 日 広報誌「Relations」 vol.14 発刊 

（４）その他 

 ①正会員継続記念ノベルティの制作（ボールペン、クリアファイル） 

 ②新たな協会広報啓発活動に向けたツールの開発に関する検討 
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ⅱ）2022年度活動出版物 

１．大会・研修ポスターデザイン 

 

１）第 11回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）全体研修 
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                      ３）基礎研修 
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                      ４）専門研修 
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２．広報誌 Relations【2022年 12月 1日掲載】 

 

 

３．ホームページ 

1）Asia Network of School Social Work（ANSSW） 

 

① Newsletter（Vol.5）               ②Newsletter（Vol.6） 
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                            表紙デザイン：浦田 梨央 

 

編集後記 

一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会2022年度版の年報をお届け

します。 

 2022 年度は感染症対策を講じながらも、対面での研修機会が少しずつではありま

すが戻って参りました。第 11 回大会では多くの皆様にご参加いただき、顔を合わせ

て交流出来る喜びを感じられた 1 年でした。今後も年報を通じて、協会の活動や実績

を皆様にお届けしていきたいと考えております。 

  

末尾になりましたが、本年報を作成するにあたって、ご協力いただきました皆さま

に深く感謝申し上げます。 

 

 

一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 広報委員会 

                        （奥村、飯盛、蒲池、坂本） 
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